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◆
告
知
端
末
機
更
新
に
つ
い
て

Ｑ　
新
し
い
告
知
端
末
機
は
、

１
１
０
番
や
１
１
９
番
な
ど
緊

急
電
話
は
か
け
ら
れ
な
い
の
か
。

Ａ　
告
知
端
末
機
か
ら
か
け
ら

れ
る
回
線
は
町
内
に
限
っ
て
い

る
。
１
１
０
番
や
１
１
９
番
は

町
外
に
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で

か
け
ら
れ
な
い
。

Ｑ　
告
知
端
末
機
を
使
い
、
朝

に
独
居
老
人
の
体
調
を
確
認
す

る
な
ど
し
て
い
る
町
も
あ
る
と

聞
い
た
。
今
回
、
同
じ
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

Ａ　
あ
る
自
治
体
で
は
、
告
知

端
末
機
を
使
っ
た
高
齢
者
の
見

守
り
事
業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委

託
し
て
い
る
よ
う
だ
。
取
り
組

み
自
体
は
賛
成
で
本
町
で
も
以

前
検
討
し
た
が
、
実
施
主
体
や

対
象
者
を
選
ぶ
基
準
を
決
め
ら

れ
ず
、
取
り
組
め
る
環
境
が
整

っ
て
い
な
い
。
環
境
が
整
え
ば

考
え
た
い
。

◆
令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深

　
地
層
研
究
計
画
案
に
つ
い
て

Ｑ　
住
民
か
ら
集
め
ら
れ
た
意

見
は
、
確
認
会
議
で
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

研
究
延
長
の
是
非
が
決
ま
る
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　
町
政
懇
談
会
な
ど
で
出
た

意
見
は
、
確
認
会
議
に
反
映
さ

れ
る
。
会
議
で
確
認
事
項
が
確

認
さ
れ
た
ら
、
北
海
道
知
事
と

幌
延
町
長
に
そ
の
内
容
が
報
告

さ
れ
、
自
治
体
と
し
て
の
対
応

を
そ
れ
ぞ
れ
判
断
す
る
流
れ
に

な
る
。

Ｑ　
町
は
「
３
者
協
定
が
あ
る

か
ら
核
は
持
ち
込
ま
れ
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
仮
に
国
が
、

処
分
地
は
地
層
処
分
の
研
究
を

続
け
て
い
る
幌
延
し
か
な
い
と

迫
っ
て
き
た
ら
断
れ
る
の
か
。

Ａ　
幌
延
が
処
分
地
に
な
ら
な

い
よ
う
、「
核
を
持
ち
込
ま
な

い
」
な
ど
を
取
り
決
め
た
３
者

協
定
と
町
の
条
例
を
つ
く
っ
た
。

処
分
場
建
設
は
受
け
入
れ
な
い

と
い
う
強
い
意
志
を
示
し
た
形

だ
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
研
究
と

そ
の
行
方
を
し
っ
か
り
と
注
視

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
い
ず
れ
あ
の
坑
道
に
廃
棄

物
を
埋
め
る
の
だ
と
い
う
話
を

聞
く
が
、
幌
延
の
研
究
施
設
は

そ
の
よ
う
な
場
所
で
は
な
い
と

思
う
。

Ａ　
幌
延
の
研
究
施
設
は
、
処

分
場
と
は
位
置
づ
け
が
違
う
。

核
廃
棄
物
を
埋
め
る
た
め
の
技

術
を
磨
く
場
だ
。
３
者
協
定
の

約
束
は
し
っ
か
り
守
っ
て
も
ら

う
し
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
も
し

な
い
。
そ
の
う
え
で
研
究
を
進

め
て
も
ら
う
の
で
、
そ
の
約
束

を
破
っ
て
幌
延
に
核
廃
棄
物
を

埋
め
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
そ
う
い
う
条
例
を
も
っ

て
い
る
。
町
民
の
心
配
を
払
拭

し
た
い
。

Ｑ　
こ
れ
ま
で
原
子
力
機
構
の

研
究
に
よ
る
地
元
へ
の
地
域
貢

献
は
大
き
い
一
方
で
、
幌
延
も

日
本
の
原
子
力
政
策
へ
協
力
・

貢
献
も
し
て
き
た
は
ず
だ
。
多

く
の
町
民
が
研
究
期
間
の
延
長

を
望
ん
で
い
る
と
思
う
。
町
も

そ
の
意
見
を
し
っ
か
り
伝
え
て

ほ
し
い
。

Ａ　
確
認
会
議
で
確
認
す
べ
き

点
を
し
っ
か
り
押
さ
え
た
上
で
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

い
。

　令和元年度の町政懇談会は9月25日～ 10月2日のうち5日間、役場庁舎や問寒別生涯学習センター、
南上幌延集会所などで7回開かれ、計57人の町民の皆さんに参加していただきました。
　懇談会では、町側から①告知端末機の更新 ②教育行政の取り組み ③令和2年度以降の幌延深地層
研究計画案についてそれぞれ説明があった後、町政全般について参加者と町側が意見を交わしました。
ここでは皆さんからいただいた意見や質問、要望を抜粋して紹介します。

令和元年度町政懇談会で交わされた意見・要望を紹介します
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◆
町
政
全
般
に
つ
い
て

Ｑ　
10
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー

の
機
能
が
庁
舎
内
に
移
り
、
相

談
に
行
く
町
民
は
利
用
し
づ
ら

く
な
る
と
思
う
。
な
ぜ
移
設
し

た
の
か
。
不
便
だ
と
い
う
声
が

多
け
れ
ば
元
に
戻
す
考
え
は
あ

る
の
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
保
健
師
は
保
健

セ
ン
タ
ー
と
庁
舎
を
行
き
来
し

て
お
り
、
事
務
作
業
の
負
担
が

大
き
か
っ
た
。
庁
舎
内
に
ま
と

め
る
こ
と
で
地
域
包
括
・
保
健

福
祉
・
医
療
の
三
位
一
体
・
連

携
の
充
実
を
目
指
す
。
検
診
事

業
な
ど
は
引
き
続
き
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
う
の
で
、
不
便
を
か

け
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

あ
ま
り
に
不
便
で
困
る
と
な
れ

ば
調
査
を
し
て
元
に
戻
す
こ
と

も
考
え
る
が
、
当
分
は
様
子
を

み
た
い
。

Ｑ　
Ｊ
Ｒ
宗
谷
線
の
存
続
に
関

し
、
町
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
財
政
支
援

す
る
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
。

Ａ　
旭
川
以
北
の
沿
線
自
治
体

等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
協
議
会

で
方
針
を
決
め
た
。
今
後
も
地

方
が
財
政
支
援
を
続
け
る
べ
き

で
は
な
い
と
の
考
え
は
あ
る
が
、

ま
ず
は
２
年
間
、
鉄
道
法
が
改

正
さ
れ
る
ま
で
支
援
す
る
こ
と

と
し
た
。

Ｑ　
今
年
の
農
協
総
会
で
組
合

長
が
出
資
型
法
人
設
立
を
検
討

し
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
が
、

町
の
方
に
協
力
を
求
め
る
よ
う

な
話
は
あ
っ
た
か
。 

Ａ　
法
人
設
立
に
つ
い
て
、
継

続
的
に
農
協
か
ら
町
に
話
は
あ

る
が
、
ま
だ
具
体
案
は
話
し
合

っ
て
い
な
い
。
農
家
数
が
減
っ

て
お
り
、
農
協
も
町
も
互
い
に

危
機
感
を
強
め
て
い
る
。

Ｑ　
町
内
の
橋
の
工
事
の
状
況

を
知
り
た
い
。
状
態
の
悪
い
橋

は
多
い
の
か
。

Ａ　
雄
信
内
大
橋
は
部
品
落
下

が
原
因
で
10
～
11
月
に
工
事
を

行
い
、
今
回
で
一
段
落
す
る
。

町
内
に
は
91
の
橋
が
あ
り
、
調

査
の
結
果
、
す
ぐ
に
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
橋
が
複
数
あ
る

と
分
か
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も

劣
化
が
進
ん
で
い
る
橋
が
あ
り
、

落
橋
事
故
が
万
が
一
に
も
起
き

な
い
よ
う
補
修
の
実
施
計
画
を

立
て
、
工
事
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
婚
活
事
業
の
進
捗
状
況
を

教
え
て
ほ
し
い
。
成
果
は
出
て

い
る
か
。

Ａ　
町
内
事
業
所
な
ど
の
若
者

に
よ
る
実
行
委
員
会
を
中
心
に
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
て
３
年

目
に
な
る
。
8
月
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
30
人
ほ
ど
参
加
し
た
。
女

性
を
町
外
か
ら
も
募
る
な
ど
規

模
を
大
き
く
し
て
い
る
。
結
婚

と
い
う
成
果
は
す
ぐ
に
出
る
も

の
で
は
な
い
が
、
継
続
し
て
い

く
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
今
後

も
実
行
委
員
会
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ　
パ
ン
ケ
沼
周
辺
に
あ
る
木

道
が
長
年
壊
れ
た
ま
ま
な
の
で
、

直
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
幌
延
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
木
道
も
含
め
、
環
境
省

か
ら
今
年
冬
の
改
修
計
画
が
あ

が
っ
て
い
る
。
予
算
の
関
係
で
、

す
べ
て
が
元
通
り
に
な
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
補
修
を
進
め
る

予
定
だ
。
見
学
者
が
よ
り
見
や

す
く
な
る
よ
う
要
請
活
動
を
続

け
た
い
。

　
第
７
回
幌
延
町
議
会
（
臨
時

会
）
は
、
10
月
25
日
に
開
会
さ

れ
、
同
意
1
件
、
議
案
１
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。

　
同
意
、
議
決
さ
れ
た
案
件
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
同
意
第
１
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〇
佐
藤　
友
子
（
幌
延
）

任
期

　
自 

令
和
元
年
11
月
1
日

　
至 

令
和
4
年
9
月
30
日

▽
議
案
第
１
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
問
寒
別
除
雪
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
）

　
平
成
31
年
度
施
行
問
寒
別
除

雪
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を
、
５

３
６
８
万
円
で
株
式
会
社
森
崎

組
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

第
７
回

幌
延
町
議
会

（
臨
時
会
）

　
回
答
に
時
間
を
要
す
る
も
の

な
ど
は
、
今
後
の
広
報
誌
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
町
政
懇
談
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
先
は
、

住
民
生
活
課
生
活
グ
ル
ー
プ

 
電　
　
　
話 

５ｰ

１
１
１
２

 
告
知
端
末
機 

５ｰ

８
８
１
２
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幌延町の芸術文化発表
幌延中学校合唱コンクール 10月26日（土）・上段、学校祭 27日（日）・下段

英語暗唱発表

3年生合唱　課題曲「変わらないもの」自由曲「あなたへ」

舞踊発表「エイサー」

認定こども園おゆうぎ会　11月9日（土）

ほし組：うた「やきいもグーチーパー」など

にじ組：オペレッタ「おばけのがっこうへきてください」

幌延小学校学芸会　10月20日（日）

1年生：ダンス「友よ この先もずっと」

６年生：劇「みんなちがって みんないい」

問寒別町民文化祭　10月26日(土）、27日（日）

陶芸サークルなどの作品を展示

手芸教室のドールチャーム作り体験

幌延町少年少女文化祭　10月25日（金）～11月7日（木）

中学生作品

小学生作品

問寒別へき地保育所おゆうぎ会　10月5日（土）

オペレッタ「にゃんきちいっかのだいぼうけん」

うた「うちゅうせんのうた」など

問寒別小中学校学芸会　10月20日（日）

中学生：器楽「Good Cup Bad Cup Queenメドレー」

小学生：よっちょれ 2019
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幌延深地層研究センターについて
　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）幌延深地層研究センターは、高レベル放射性
廃棄物の地層処分技術に関する地層科学研究や地層処分研究開発を行っています。
１．地下施設整備の状況【図１、現在：維持管理中】

・立坑掘削深度：東立坑380ｍ、換気立坑380ｍ、西立坑365ｍ
・水平坑道掘削長：深度140ｍの調査坑道186.1ｍ、
　深度250ｍの調査坑道190.6ｍ、深度350ｍの調査坑道757.1ｍ
※令和元年度は、地下施設での調査研究を継続しながら第３期中長期計

画に掲げた次の３つの課題達成に向けた調査研究を進めます。
（１）実際の地質環境における人工バリアの適用性確認
（２）処分概念オプションの実証
（３）地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証
２．施設見学について

・ゆめ地創館来館者数：6,535名（平成31年4月～令和元年9月末）
・地下施設見学会：例年4月から10月の第4日曜日に実施しています。来年度も予定しており、地

下350ｍを体験できる貴重な機会です。ぜひご参加ください。
３．ホームページ
　幌延深地層研究センターのホームページでは、地下施設や調査研究の状況を適宜掲載しています。
　◇ホームページURL；http://www.jaea.go.jp/04/horonobe/index.html
４．幌延深地層研究センターによる幌延町への経済効果
　幌延深地層研究センターが平成13年に開所してから毎年、地元への経済効果についてお知らせして
います。同センターおよび関係機関から確認をとった平成30年度の実績をお知らせします。

 （単位：百万円） 

職員および家族数
機構発注 JV・共同研究機関発注

工事請負・業務委託・
物品購入・借上・その他

社宅および寮の
賃借・管理業務

工事請負・業務委託・
物品購入・借上・その他

職員等55名、家族29名 11７ 59 13６
※このほか、同センターの地元雇用、従業員などの町内消費、町税収入、電源立地交付金などがあ

ります。

５．原子力立地給付金の交付について
　電気料金の値上げなどに対する生活支援の観点
から、電源立地地域対策交付金制度に基づき、交
付金の一部を給付金として交付しています。

◇給付対象施設：幌延深地層研究センター
◇対象者：幌延町で10月１日現在、北海道電力

株式会社と電気需給契約のある方
※一般家庭における従量電灯や時間帯別電灯

の契約
◇交付金額：電灯契約１口あたり　8,100円（年額）
◇交付方法：電気料金振替口座への振込みなど
◇交付時期：令和元年11月中旬以降

６．幌延深地層研究計画に関する協定および
条例について

　北海道、原子力機構、幌延町の三者で締結
した「幌延町における深地層の研究に関する
協定書（三者協定）」と幌延町議会の議決を
経て施行した「深地層の研究の推進に関する
条例（町条例）」を遵守して研究を進めてい
ます。

〇幌延町に放射性廃棄物を持ち込みません
〇研究終了後は地下施設を埋め戻します
〇幌延町に最終処分場や中間貯蔵施設は建設

しません

［図１］
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地域コミュニティ形成事業
若者座談会、講演会・ワークショップを開催しました！

　町は、いつまでも地域や集落で暮らし続けたいと願う住民が、そこでの生活を維持できる仕組みづくりを
考え、実践する「地域コミュニティ形成事業」という集落支援対策の取り組みを進めています。今回、さま
ざまな世代が抱える課題を知り、幌延の未来について考えるため、座談会と講演会を開催しました。

○10/19(土)：若者座談会
　若者が抱えている将来への不安や課題、町への期待や要望などを語
り合う座談会を開催。会場では率直な意見が飛び交いました。
　幌延の印象について、地元出身者は「お店が早く閉まる」「若者の
遊び場が少ない」など不便さを感じる一方、転入・移住者は「自然豊
か」「屋外スポーツに適した環境」など前向きな意見が多くありました。
　「幌延の未来に向けて」に対する意見は、時代に合う酪農業経営形
態や産業の６次化、語らい・仲間づくりの場の設置、お土産品開発、
住宅整備推進など移住定住・人口減少対策への要望が多く出ました。

区分 地元出身者 転入・移住者
幌延の良
いところ

知り合いと常に挨拶を交わせる、道路の除雪が
行き届いている

自然豊か、道路に信号が少なく屋外スポーツに
適した環境、イベント情報を得やすい、ボラン
ティア精神が醸成される、よそ者扱いされない

幌延の困
ること・
不便なと
ころ

都会からUターンすると不便を感じる、お店が
早く閉まる（コンビニ、飲食店など）、欲しい
ものがすぐ手に入らない、習い事ができない、
子供が少ない、若者の遊び場がない

どこへ出かけるにも距離が遠い、幌延の認知度
が低い

幌延の未
来に向け
ての期待
・要望

・産業：乳牛（子牛）育成施設の整備、地域資
源の商品化・加工施設整備、酪農業の分業制
推進、幌延牛乳の生産、農家・商店主の増加
対策

・地域生活：冬の子供イベント「雪ん子まつり」
のような自主的イベントの継続、義務的では
なく仲良しから自然に支え合う仕組みづくり

・観光：トナカイのさらなるアピール
・人口増：大胆な子育て支援策による人口増

・産業：豊富な肉資源を生かした「肉のまち化
推進」、他団体にはない財源を６次産業化へ
投資する、お土産品の開発、地元産バターに
よる菓子製品開発

・地域生活：思いを話り合って仲間づくりがで
きる場の設置、住民アイデアを具体化する支
援

・人口増：人口増対策の積極推進、世帯用住宅
の整備、豊富温泉湯治客の雇用と住環境整備

○10/20（日）：講演会・ワークショップ
　NPO法人ひろしまね理事長の安藤周治氏による講演会「『ここで暮らし続けたい』の思いをつなぐ～地
域から、暮らしを考えつくる営みを～」が開かれ、来場者は熱心に安藤氏の話に聞き入りました。
　安藤氏は、自分たちが住む地域を胸を張って誇れるようになるために、①地域の「いいとこ探し」で魅
力を見つけ、それを貨幣価値換算する ②地域に自分なりの値段をつける「みなし家計簿」を作り、家族や
友人と交換日記のようにやり取りする、ことが重要であると強調。「地域の良いところを探し好きになる
ことは素敵なこと。地域の魅力を再確認し、魅力の見える化をしてください」と提案してくださいました。
　こうした身の回りの資源に目を向けることは、現状の課題を把握し、望ましい地域の未来を考えるきっ
かけになるのかもしれません。「その資源を使って何かできないか」と考えることは、町を大きく前進さ
せる未来の種になる可能性を秘めています。皆さんも「幌延
・みなし家計簿運動」をしてみませんか？　
　その後のワークショップでは、①講演会で感じたこと ②
今取り組んでいることとその課題 ③これからやってみたい
こと、を話し合い、会場全体で発表しました。「昔はよかっ
たね！」を再現したサロンを開催したいという意見や、「生
活の足が無くなりゴミ捨ても困っている」という課題も共有
しました。

お問い合わせ先：企画政策課　企画政策グループ  電話5-1114　告知端末機5-8814
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秘 境 駅

待合所お化粧直し会
南幌延駅

祝
還暦記念

ミナミほろりんさん

お問い合わせ先：企画政策課　企画政策グループ  電話5-1114　告知端末機5-8814

　1959年11月１日開業の南幌延駅は今年、還暦の60歳を迎えました。鉄道の日（10月14日）を翌日に控えた
10月13日（日）、待合所のお化粧直し会を行い、待合所はきれいな姿に生まれ変わりました！！

○７/ 9(火)：住民説明会
　お化粧直し会の概要説明と住民皆さんの意見を
聞く説明会を開き、どのような待合所に改修する
かを話し合いました。「目印となるような目立つ外
壁にしたい」「記念に残る作業にしよう」などの意
見を反映し、改修計画を煮詰めました。背面外壁
を還暦色の赤とし、秘境駅キャラクター「ミナミ
ほろりんさん」を描くことに決まりました。
○10/13（日）：お化粧直し会
　外壁に描くキャラクターをペンキで塗るた
め、前日までに下書きや縁取り作業を進めま
した。
　お化粧直し会当日は天候に恵まれ、地域住
民や鉄道愛好家ら36名が参加し、朝から待合
所内で「ミナミほろりんさん」のアルミ板設置、
背面外壁のペンキ塗りを進める一方、隣接す
る南上幌延集会所で還暦を祝う装飾品を作り
ました。
　お昼には、地域の思い出話に花を咲かせた
りするなど楽しい時間を過ごしました。
　午後からは、ペンキ塗りの仕上げや作った
装飾品で待合所内部を飾り付け。最後に、末
永く皆が集まれる場になるよう願いを込め、
地域の方が「ミナミほろりんさん」に目玉を
入れ、お化粧直し会を無事に終えました。
　今回のイベントは、町で進める集落支援対
策「地域コミュニティ形成事業」の一環とし
て行い、地域ニーズの把握や他地域との交流
をテーマに開催しました。地域を支える足と
しての鉄道駅の大切さ、皆で集まって作業す
る楽しさ、他地域や多世代交流による生活の
張りなど集落支援に向けたヒントをたくさん
得ることができました。
　皆さんも生まれ変わった南幌延駅待合所で
地域の方と交流を楽しんでみませんか？

住民説明会の様子 背面外壁完成予定図

待合所内部も飾り付け

子どもたちもペンキ塗り 目玉を入れて完成！

完成した南幌延駅待合所で参加者記念撮影
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幌
延
町
議
会

定

例

会

第6回

９月17日
９月18日

　
令
和
元
年
９
月
17
日
午
前
10

時
よ
り
第
６
回
幌
延
町
議
会
定

例
会
を
開
会
し
た
。

　
行
政
報
告
、
一
般
質
問
５
名
、

認
定
７
件
、
報
告
２
件
、
同
意

２
件
、
議
案
９
件
、
意
見
案
１

件
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

　
併
せ
て
平
成
30
年
度
各
会
計

決
算
審
査
特
別
委
員
会
も
行
わ

れ
、
２
日
間
の
日
程
で
全
て
の

審
議
を
終
え
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

地域の課題をとらえて
５氏が一般質問

富 樫　直 敏
・�

地
域
交
通
に
つ
い
て

・
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
に
つ
い

て

9 月定例会

地
域
交
通
に
つ
い
て

質
問

近
年
、
全
国
的
に
高
齢

者
の
運
転
免
許
返
納
が
加
速
し

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
広
範
な

地
域
に
民
家
が
点
在
し
て
い
る

本
町
の
よ
う
な
酪
農
地
帯
に
お

い
て
、
長
年
住
み
続
け
る
こ
と

が
困
難
に
な
る
中
、
市
街
地
以

外
の
幌
延
地
区
で
相
乗
り
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
市
街
地

の
交
通
弱
者
を
対
象
に
、
交
通

事
業
者
を
利
用
し
た
場
合
の
タ

ク
シ
ー
割
引
や
交
通
費
補
助
と

い
っ
た
事
業
が
で
き
な
い
か
。

町
長

地
域
交
通
に
つ
い
て
は
、

広
く
地
域
住
民
全
般
に
サ
ー
ビ

ス
提
供
で
き
る
公
平
性
や
、
担

い
手
等
の
供
給
体
制
面
な
ど
、

課
題
が
多
く
、
実
施
が
困
難
な

分
野
で
あ
り
、
慎
重
に
検
討
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
構
想
に
つ
い
て

質
問

町
長
の
公
約
で
あ
る
バ

イ
オ
マ
ス
構
想
は
、
わ
が
町
の

未
来
に
非
常
に
有
意
義
だ
が
、

事
業
費
が
高
額
な
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
ど
の
程
度
の
助
成
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
残
高
を
リ
ー
ス
事
業
に
で
き

な
い
か
。

町
長

平
成
27
年
度
か
ら
可
能

性
調
査
を
進
め
、
事
業
費
の
積

算
に
係
る
調
査
を
進
め
て
い
る
。

現
状
に
お
い
て
は
、
町
独
自
の

補
助
制
度
の
構
築
や
リ
ー
ス
方

式
等
の
具
体
的
検
討
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
検
討
を
進
め

た
い
。

９月定例議会のようす
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と
お
り
、
問
わ
れ
る
べ
き
は
地

層
処
分
研
究
の
内
容
と
成
果
で

あ
り
、
最
大
限
の
安
全
を
担
保

し
得
る
技
術
を
確
立
す
る
上
に

お
い
て
も
、
こ
の
研
究
の
動
向

は
重
要
な
位
置
付
け
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
確
認
会
議
で
の
検
討
結
果
や

町
民
の
皆
様
の
意
見
を
踏
ま
え
、

道
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
方
針
を

決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
に
は
、
国
民
の
理
解

と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は

視
察
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。
地
下
空
間
と
地
層
処
分

が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
体

感
で
き
る
唯
一
の
施
設
で
あ
り
、

国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

重
要
な
施
設
と
認
識
し
て
い
る

が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長

幌
延
深
地
層
研
究
計
画

は
三
者
協
定
や
町
条
例
に
お
い

て
、
核
抜
き
の
施
設
で
あ
る
こ

と
を
担
保
に
し
た
上
で
研
究
開

発
を
進
め
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
道
民
や
国
民
に
対
し
正
確

な
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の

か
、
最
終
処
分
場
に
な
る
の
で

は
と
心
配
す
る
声
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。

　
研
究
計
画
案
へ
の
正
し
い
理

解
が
進
む
よ
う
、
多
く
の
方
に

地
下
の
研
究
施
設
を
見
て
い
た

だ
き
、
研
究
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
国
内
で
地
下
深
部
を

体
感
で
き
る
唯
一
の
施
設
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

く
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

深
度
５
百
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
採
掘
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
間
で
も
強
い
関
心
を
抱
い
て

い
る
が
、
町
長
の
認
識
は
。

町
長

今
回
の
延
長
計
画
は
、

平
成
10
年
度
に
計
画
案
が
作
ら

れ
た
と
き
の
基
本
を
そ
の
ま
ま

維
持
し
な
が
ら
、
期
間
変
更
の

申
し
入
れ
だ
と
捉
え
て
お
り
、

計
画
案
に
載
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深
地

層
研
究
計
画
案
に
つ
い
て

質
問

地
層
処
分
の
調
査
・
研

究
は
、
安
心
・
安
全
を
担
保
す

る
上
で
重
要
な
役
割
と
責
任
を

負
っ
て
い
る
。

　
研
究
延
長
に
反
対
す
る
人
や

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
は
「
約
束

違
反
だ
」
と
の
意
見
が
あ
る
が
、

問
わ
れ
る
べ
き
は
20
年
程
度
と

い
う
期
間
で
は
な
く
、
研
究
の

内
容
と
成
果
で
あ
り
、
最
大
限

の
安
全
を
担
保
し
得
る
技
術
の

確
立
に
こ
そ
拘
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長

研
究
計
画
案
は
、
三
者

協
定
第
７
条
に
基
づ
き
原
子
力

機
構
か
ら
計
画
変
更
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
も
の
で
、
道
と
町

で
は
三
者
協
定
第
14
条
に
基
づ

き
設
置
し
た
確
認
会
議
で
内
容

確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
以
前
よ
り
深
地
層
研
究
の
重

要
性
、
必
要
性
等
に
つ
い
て
は

申
し
上
げ
て
い
る
が
、
指
摘
の

西 澤　裕 之
・�

令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延

深
地
層
研
究
計
画
案
に
つ

い
て

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

質
問

創
生
事
業
の
点
検
評
価

の
進
捗
状
況
は
。

町
長

施
策
の
着
実
な
推
進
を

図
る
た
め
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

策
定
し
、
進
捗
状
況
を
毎
年
度
、

創
生
会
議
で
報
告
し
て
い
る
。

質
問

最
終
的
な
状
況
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
町
民
と

情
報
共
有
す
る
の
か
。

町
長

文
書
、
書
類
等
で
開
示

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問

拠
点
施
設
構
想
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
平
成
32
年
開

館
と
あ
っ
た
が
、
遅
れ
て
い
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
考
は
し
な

い
の
か
。

町
長

整
備
効
果
の
高
い
場
所
、

機
能
等
の
ハ
ー
ド
面
、
来
場
者

に
提
供
可
能
な
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
や
目
玉
と
な
る
特
産
品
、
お

土
産
品
の
開
発
等
、
ソ
フ
ト
面

や
実
施
体
制
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
る
が
、
具
体
的
な
整

備
計
画
等
の
策
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　
拠
点
整
備
を
次
期
総
合
戦
略

に
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
か
、

改
め
て
検
討
す
る
。

質
問

町
長
の
言
う
拠
点
と
い

う
の
は
道
の
駅
と
い
う
こ
と
か
。

町
長

ま
だ
煮
詰
ま
っ
て
い
な

い
が
、
拠
点
整
備
の
協
議
の
な

か
で
は
仮
構
想
と
し
て
そ
の
よ

う
な
名
称
に
な
っ
て
い
く
気
は

し
て
い
る
。

質
問

創
生
総
合
戦
略
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
、
新
規
農
場
設
立
、

搾
乳
開
始
と
あ
っ
た
が
、
進
捗

状
況
は
。

町
長

現
在
も
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
る
が
、
建
築
資
材
や

人
件
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
整

備
費
用
が
膨
大
に
な
る
こ
と
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
生
乳

生
産
を
開
始
し
た
ら
よ
い
か
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問

百
頭
規
模
構
想
の
バ
イ

オ
マ
ス
施
設
も
一
緒
に
し
た
研

斎 賀　弘 孝
・�

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延

深
地
層
研
究
計
画
案
に
つ

い
て
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規
就
農
を
呼
び
込
む
施
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長

町
は
以
前
よ
り
新
規
就

農
者
に
対
す
る
支
援
を
し
て
き

た
。
そ
の
中
心
と
な
る
幌
延
町

担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
が
新
た

な
取
組
と
し
て
、
今
年
９
月
20

日
か
ら
22
日
に
首
都
圏
の
方
も

含
め
た
、
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
を

実
施
す
る
。

　
酪
農
法
人
や
酪
農
以
外
へ
の

支
援
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

生
活
交
通
対
策
に
つ
い
て

質
問

生
活
交
通
対
策
の
強
化

が
、
町
の
人
口
流
出
を
抑
え
る

ひ
と
つ
の
手
段
だ
と
考
え
る
が
。

町
長

現
在
進
め
て
い
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
で
も

生
活
の
足
の
確
保
が
大
き
な
課

題
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、
高
齢
者
地
域
交

通
支
援
は
全
町
的
に
公
平
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
必
要
と
認
識
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
課
題
を

整
理
し
、
慎
重
に
制
度
の
構
築

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

質
問

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

免
許
返
納
後
の
支
援
を
ど
う
す

る
の
か
。

町
長

過
疎
地
で
の
生
活
の
足

確
保
は
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

自
動
車
を
保
有
し
て
い
な
い
住

民
に
と
っ
て
、
地
域
集
落
で
生

活
し
続
け
る
に
は
必
要
不
可
欠

な
対
策
と
認
識
し
て
い
る
。

　
全
町
的
視
点
で
の
支
援
を
含

め
、
議
会
や
担
当
部
局
等
と
も

協
議
を
進
め
、
ま
と
ま
れ
ば
何

ら
か
の
形
で
急
い
で
や
れ
る
よ

う
な
項
目
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問

現
状
の
幌
延
町
の
酪
農

状
況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

町
長

乳
価
の
高
値
に
よ
っ
て

農
業
所
得
は
安
定
的
に
得
ら
れ

て
い
る
が
、
経
営
主
の
高
齢
化

や
労
働
力
不
足
な
ど
に
加
え
、

外
国
か
ら
の
農
産
物
輸
入
品
へ

の
関
税
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
新
規
投
資
意

欲
が
低
下
し
て
い
る
。

質
問

町
長
が
思
い
描
く
、
将

来
の
経
営
形
態
と
は
。

町
長

町
の
自
然
条
件
や
経
営

環
境
か
ら
、
今
後
と
も
草
地
型

酪
農
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
の
自
給
飼
料
基
盤
整

備
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力

不
足
で
生
乳
生
産
を
断
念
し
、

基
盤
を
生
か
し
た
肉
牛
経
営
基

盤
に
転
換
す
る
経
営
者
に
も
し

っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
。

質
問

新
た
な
農
業
法
人
や
新

植　村　　敦
・�

農
業
振
興
に
つ
い
て

・
生
活
交
通
対
策
に
つ
い
て

修
農
場
を
提
案
し
た
い
。

町
長

モ
デ
ル
事
業
と
い
う
形

で
何
基
か
設
定
し
、
バ
イ
オ
マ

ス
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
利
用

価
値
や
維
持
、
管
理
を
す
る
こ

と
に
相
当
な
労
力
や
金
銭
が
必

要
に
な
る
。

令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深
地

層
研
究
計
画
案
に
つ
い
て

質
問

先
の
定
例
議
会
で
「
し

か
る
べ
き
時
が
来
ま
し
た
ら
、

議
会
を
は
じ
め
皆
様
へ
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

話
し
て
い
る
が
、
し
か
る
べ
き

時
と
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。

町
長

町
の
方
針
を
決
定
し
て

い
く
「
こ
れ
か
ら
」
が
、
し
か

る
べ
き
時
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問

平
成
31
年
度
末
ま
で
に

研
究
終
了
ま
で
の
工
程
を
決
定

し
た
い
と
い
う
以
前
か
ら
の
機

構
の
話
は
、
守
ら
れ
た
と
思
う

か
。

町
長

原
子
力
機
構
は
「
国
内

外
の
技
術
動
向
を
踏
ま
え
て
、

地
層
処
分
の
技
術
基
盤
の
整
備

の
完
了
が
確
認
で
き
れ
ば
埋
め

戻
し
を
行
う
こ
と
を
具
体
的
な

工
程
と
し
て
示
し
ま
す
。」
と

示
し
て
お
り
、
幌
延
で
の
研
究

の
役
割
を
終
え
た
際
に
は
、
埋

め
戻
し
ま
で
の
工
程
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問

道
で
は
、
道
民
か
ら
広

く
質
問
、
疑
問
、
意
見
を
受
け

付
け
、
今
後
の
確
認
会
議
で
機

構
に
回
答
を
求
め
る
が
、
幌
延

町
で
も
町
民
か
ら
意
見
・
質
問

を
受
け
付
け
て
は
ど
う
か
。

町
長

町
政
懇
談
会
に
お
い
て
、

町
民
か
ら
の
意
見
を
聴
き
、
確

認
会
議
で
の
原
子
力
機
構
へ
の

質
問
事
項
に
反
映
さ
せ
た
い
。

質
問

確
認
会
議
で
道
と
幌
延

町
の
意
見
が
合
わ
な
い
時
の
結

論
の
出
し
方
は
。

副
町
長

確
認
会
議
と
は
、
三

者
協
定
に
嘘
が
な
い
か
、
計
画

の
変
更
の
必
要
性
、
妥
当
性
に

つ
い
て
確
認
す
る
場
で
あ
り
、

そ
う
い
う
時
に
は
、
話
し
合
い

で
詰
め
て
い
く
し
か
な
い
と
考

え
て
い
る
。
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ロ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
飼
育
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て

質
問

現
在
、
町
内
に
お
い
て

個
人
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
、
ロ

マ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
対
す
る
支
援

は
し
て
い
る
の
か
。

町
長

ロ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
対

す
る
町
か
ら
の
支
援
は
特
段
行

っ
て
い
な
い
。

質
問

外
国
か
ら
の
輸
入
支
援

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

本
人
と
し
て
は
、
自
家

交
配
で
着
実
に
増
頭
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
「
幌
延
の
特
産
品
に
し
た
い
」

と
の
あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
町
と
し
て
も
ど

の
よ
う
な
支
援
が
望
ま
し
い
か
、

本
人
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

単
身
高
齢
者
が
利
用
で
き
る
ケ

ア
ハ
ウ
ス
の
要
望
に
つ
い
て

質
問

今
ま
で
、
単
身
高
齢
者

か
ら
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
開
設
要
望

は
あ
っ
た
か
。

町
長

以
前
、
町
政
懇
談
会
で

単
身
高
齢
者
が
入
れ
る
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
や
、
ち
ょ
っ
と
集
ま
れ

る
サ
ロ
ン
的
施
設
が
欲
し
い
と

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

質
問

開
設
計
画
は
な
い
の
か
。

町
長

ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
な
る
と
、

高
額
な
入
居
料
と
な
り
、
ま
た

資
格
職
員
が
集
ま
ら
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
実
現
で
き
な

い
で
い
る
。

　
サ
ロ
ン
的
施
設
に
つ
い
て
も
、

補
助
事
業
的
な
も
の
が
な
い
の

が
現
状
。

質
問

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

住
宅
を
賃
貸
住
宅
、
も
し
く
は

無
償
で
町
に
譲
渡
し
、
移
住
者

住
宅
と
し
て
改
修
す
る
な
ど
の

条
件
で
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
も
し

く
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
居
へ

岡 本　則 夫
・�

ロ
マ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
飼
育

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

・
単
身
高
齢
者
が
利
用
で
き
る

ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
要
望
に
つ
い
て

一
般
会
計
（
抜
粋
）

◆
歳
出

《
総
務
費
》

斎
賀
委
員
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
支
援
事
業
の
補
助
件
数
は
。

梶
係
長
ま
ち
づ
く
り
補
助
事

業
１
件
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
４
件
。

斎
賀
委
員
特
産
品
の
開
発
に

つ
い
て
、
北
星
園
の
過
去
の
製

品
の
復
活
な
ど
は
検
討
で
き
な

い
か
。

藤
田
課
長
北
星
園
の
事
業
の

関
係
も
あ
る
の
で
、
相
談
は
し

て
み
る
が
、
慎
重
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

平成 30 年度　決算を認定
　植村　敦氏を決算審査特別委員長に選任し、２日間の審査の結果、原案どおり認定されました。
　一般会計・特別会計の決算額については、10月号の「ほろのべの窓」でお知らせしておりますので、
質疑応答について掲載します。

繋
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

家
賃
収
入
と
年
金
を
合

わ
せ
た
ら
入
れ
る
よ
う
な
ケ
ア

ハ
ウ
ス
に
な
れ
ば
い
い
が
、
持

ち
家
を
所
持
し
て
い
る
単
身
高

齢
者
を
我
々
も
把
握
し
て
お
ら

ず
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
か
を
調
べ
た
い
。ロマノフスキー

北星園
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《
民
生
費
》

西
澤
委
員
北
星
園
民
営
化
支

援
事
業
の
課
題
と
し
て
、
継
続

支
援
の
必
要
性
等
の
検
討
協
議

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
か
。

村
上
課
長
北
星
園
の
職
員
給

与
の
補
償
部
分
に
つ
い
て
は
10

年
間
を
期
限
と
し
て
定
め
て
い

る
。
た
だ
、
こ
ざ
く
ら
荘
の
職

員
と
北
星
園
の
職
員
と
の
整
合

性
を
図
る
た
め
の
協
定
も
あ
り
、

一
部
分
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

支
援
が
必
要
か
検
討
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

《
衛
生
費
》

斎
賀
委
員
帯
状
疱
疹
の
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
は
。

得
能
係
長
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
実
施
し
、
29
名
が
接
種

し
た
。
今
後
と
も
広
く
周
知
を

し
て
い
き
た
い
。

《
農
林
水
産
費
費
》

斎
賀
委
員
林
業
振
興
費
の
委

託
料
９
百
57
万
６
千
円
の
内
訳

は
。

山
本
課
長
有
害
鳥
獣
駆
除
で
、

カ
ラ
ス
駆
除
が
２
百
23
羽
で
単

価
１
千
円
。
キ
ツ
ネ
駆
除
が
22

頭
で
単
価
５
千
円
。
シ
カ
駆
除

が
６
百
頭
で
１
万
２
千
円
。
ヒ

グ
マ
駆
除
は
６
頭
で
単
価
６
万

円
だ
が
、
駆
除
以
外
に
も
経
費

が
か
か
っ
て
い
る
。

　
特
定
外
来
種
の
関
係
は
、
ア

ラ
イ
グ
マ
駆
除
が
２
百
39
頭
で

単
価
５
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

西
澤
委
員
生
乳
成
分
検
査
事

業
は
、
乳
質
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
だ
と
思
う

が
、
担
当
課
と
し
て
指
導
な
ど
、

改
善
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
。

新
野
係
長
乳
質
が
悪
か
っ
た

時
に
は
、
組
合
員
同
意
の
下
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
て
乳
質
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
補
助

金
も
出
し
て
お
り
、
乳
質
改
善

協
議
会
の
場
で
発
言
し
て
い
る
。

《
商
工
費
》

岡
本
委
員
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
の

現
在
の
状
況
は
。

伊
山
係
長
基
本
的
に
は
宿
根

と
い
う
形
で
残
っ
て
い
く
植
物

だ
が
、
毎
年
種
を
蒔
い
て
苗
を

補
充
し
な
が
ら
更
新
し
て
い
る
。

《
土
木
費
》

西
澤
委
員
森
林
公
園
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
展
望
台
へ
と
上

が
る
階
段
の
整
備
・
改
修
を
し

て
い
く
の
か
。

多
田
係
長
よ
り
良
い
公
園
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
た
い
と

の
思
い
は
あ
り
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆
歳
入

吉
原
委
員
税
金
や
使
用
料
の

収
入
未
済
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
回
収
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
不
公

平
感
が
出
て
く
る
が
、
今
後
ど

う
し
て
い
く
の
か
。

村
元
係
長
収
入
未
済
に
つ
い

て
は
、
繰
越
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
る
。
不
公
平
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
徴
収
の
強
化
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
不
納
欠
損
に

つ
い
て
は
、
時
効
に
な
ら
な
い

よ
う
に
督
促
等
を
行
い
、
全
額

回
収
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

◆
総
括

無
量
谷
委
員
町
税
の
滞
納
に

つ
い
て
は
、
動
産
の
差
し
押
さ

え
も
ひ
と
つ
の
手
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
公
営

住
宅
の
家
賃
滞
納
に
つ
い
て
は
、

保
証
人
に
通
告
す
る
な
ど
、
方

法
を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

村
元
係
長
動
産
差
し
押
さ
え

に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
お
り
、

早
め
に
検
討
し
徴
収
に
あ
た
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

島
田
課
長
公
営
住
宅
入
居
者

と
面
談
し
、
支
払
計
画
等
を
立

て
て
徴
収
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

高
橋
委
員
酪
農
家
は
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
充
実
を
求
め

て
い
る
。
町
は
ヘ
ル
パ
ー
の
募

集
に
関
し
何
も
協
力
し
な
い
の

か
。野

々
村
町
長
行
政
が
先
頭
に

立
っ
て
や
る
こ
と
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
等
の
会
議
で
、
募
集
状

況
等
の
情
報
は
得
て
い
る
し
、

酪
農
を
や
り
た
い
と
い
う
協
力

隊
員
の
募
集
も
可
能
だ
と
思
う
。

　
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
支
援

と
し
て
は
、
人
件
費
の
補
助
を

し
て
い
る
。

無
量
谷
委
員
こ
ざ
く
ら
荘
に

つ
い
て
。
介
護
員
が
い
な
い
か

ら
満
床
に
で
き
な
い
で
は
な
く
、

40
名
満
床
に
し
な
い
と
経
営
状

態
が
良
く
な
ら
な
い
と
思
う
。

賃
金
や
雇
用
形
態
等
、
介
護
員

を
増
や
す
た
め
に
町
が
で
き
る

こ
と
は
何
か
。

村
上
課
長
入
所
定
員
に
対
す

る
介
護
員
の
数
が
基
準
で
決
め

ら
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
35
名

の
受
け
入
れ
が
限
度
。

　
町
は
赤
字
部
分
を
支
援
し
、

人
件
費
も
見
直
し
を
か
け
て
い

る
状
況
な
の
で
、
暫
く
様
子
を

み
て
検
証
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。特

別
会
計
（
抜
粋
）

《
簡
易
水
道
》

西
澤
委
員
上
幌
延
・
開
進
地

区
と
問
寒
別
地
区
を
簡
易
水
道

化
す
る
事
業
が
進
行
中
だ
が
、

そ
の
進
捗
状
況
は
。

山
本
課
長
両
地
区
と
も
、
幹

線
は
道
営
事
業
で
整
備
し
て
い

る
。
上
幌
延
・
開
進
地
区
は
令

和
２
年
、
問
寒
別
地
区
は
令
和

３
年
の
終
了
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
各
戸
ま
で
の
整

備
を
町
が
行
い
、
完
了
予
定
は
、

上
幌
延
・
開
進
地
区
が
令
和
４

年
、
問
寒
別
地
区
が
令
和
５
年
。
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▽
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
東
ヶ
丘
ス
キ
ー
場
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

㉄
従
前
の
管
理
棟
使
用
料
と
若

干
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
説
明

し
て
ほ
し
い
。

答
他
の
社
会
教
育
施
設
と
の
整

合
性
を
図
っ
た
こ
と
と
、
施
設

が
新
し
く
な
り
、
利
便
性
が
向

上
し
た
た
め
、
若
干
料
金
を
上

げ
て
い
る
。

　
た
だ
、
他
の
社
会
福
祉
施
設

の
減
免
規
制
を
適
用
す
る
た
め
、

町
内
会
や
こ
ど
も
会
等
の
利
用

料
は
か
か
ら
な
い
が
、
個
人
で

の
使
用
料
は
値
上
が
り
す
る
。

　
そ
の
他
、
団
体
に
よ
っ
て
７

割
か
ら
５
割
減
免
と
な
り
、
い

ず
れ
も
時
間
で
変
動
す
る
。

㉄
冬
期
間
に
ス
キ
ー
場
が
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
間
、
管
理
棟
の

暖
房
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
新
し
い
管
理
棟
は
ト
イ
レ
暖

房
と
休
憩
室
暖
房
は
別
々
と
な

っ
て
お
り
、
寒
く
な
い
形
で
運

営
す
る
。

▽
議
案
第
７
号

　
平
成
31
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
に
つ
い
て

㉄
問
寒
別
地
区
で
の
移
住
促
進

住
宅
整
備
事
業
は
、
現
在
こ
の

地
区
で
住
宅
を
探
し
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
誰
で
も
入
居
が
可
能

な
の
か
。
ま
た
、
住
宅
の
構
造

は
、
以
前
整
備
さ
れ
た
移
住
促

進
住
宅
と
同
じ
造
り
な
の
か
。

答
来
年
度
採
用
予
定
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
２
名
を
入
居
さ
せ

る
予
定
。
改
修
住
居
は
、
前
回

同
等
の
仕
様
と
考
え
て
い
る
。

㉄
今
あ
る
移
住
促
進
住
宅
に
入

居
さ
れ
て
い
る
方
の
話
で
は
、

冬
期
間
の
ス
ガ
漏
り
が
ひ
ど
い

と
の
苦
情
を
聴
い
た
。

答
以
前
改
修
し
た
移
住
促
進
住

宅
の
件
は
、
担
当
課
と
し
て
把

握
し
て
い
な
い
。

　
今
回
、
内
部
改
修
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
快
適
に
暮
ら

せ
る
と
思
う
。

㉄
今
後
、
問
寒
別
小
中
学
校
の

教
員
住
宅
は
ど
の
様
に
確
保
し

て
い
く
の
か
。

答
児
童
、
生
徒
の
定
数
の
増
減

が
あ
る
が
、
現
状
、
職
員
住
宅

自
体
は
足
り
て
い
る
。
近
く
の

街
か
ら
通
勤
を
希
望
す
る
教
員

も
い
る
の
で
、
想
定
す
る
の
は

難
し
い
が
、
耐
用
年
数
を
見
な

が
ら
随
時
改
修
し
て
い
き
た
い
。

㉄
除
雪
運
航
管
理
シ
ス
テ
ム

導
入
後
は
、
町
民
も
除
雪
車
の

位
置
を
把
握
で
き
る
の
か
。

答
町
民
や
市
民
が
運
行
状
況
を

パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
確
認
で
き
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
管
理
経
費

が
か
か
り
す
ぎ
る
た
め
、
今
回

は
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

行
政
報
告―

町
長

行
政
報
告―

町
長

令
和
２
年
度
以
降
の
幌
延
深
地

層
研
究
計
画
案
に
つ
い
て

　
８
月
２
日
に
三
者
協
定
に
基

づ
く
協
議
の
申
し
入
れ
を
受
け

た
。
三
者
協
定
で
は
、
計
画
の

内
容
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、

事
前
に
協
議
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。

　
原
子
力
機
構
は
、
平
成
27
年

４
月
に
始
ま
っ
た
第
３
期
中
長

期
計
画
に
お
い
て
、
平
成
31
年

度
末
ま
で
に
研
究
終
了
ま
で
の

工
程
と
そ
の
後
の
埋
め
戻
し
に

つ
い
て
決
定
す
る
と
し
て
お
り
、

今
後
の
研
究
計
画
を
検
討
し
た

結
果
、
引
き
続
き
研
究
開
発
が

必
要
で
あ
る
と
し
て
、
協
議
を

申
し
入
れ
し
て
き
た
。

　
本
町
は
、
三
者
協
定
に
基
づ

く
確
認
会
議
開
催
に
合
意
し
、

９
月
10
日
に
第
一
回
目
を
開
催
。

今
後
は
、
確
認
会
議
に
お
い
て

研
究
計
画
案
を
精
査
し
、
北
海

道
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
町

民
、
議
会
の
意
見
を
参
考
に
、

本
町
の
方
針
を
決
定
し
て
い
き

た
い
。

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

○
学
校
教
育

　
文
部
科
学
省
委
託
事
業
遠
隔

教
育
シ
ス
テ
ム
導
入
実
証
校
と

し
て
、
本
町
の
中
学
校
が
選
ば

れ
た
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
事
業
の
研
究

実
践
校
に
幌
延
小
学
校
が
指
定

を
受
け
た
。

　
地
域
連
携
研
修
事
業
の
研
究

実
践
校
の
主
体
校
と
し
て
幌
延

中
学
校
、
連
携
校
に
町
内
の
小

中
学
校
が
指
定
さ
れ
た
。

　
７
月
23
日
に
問
寒
別
小
中
学

校
運
営
協
議
会
の
第
一
回
目
の

会
議
が
開
催
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
中
学
校
陸
上
競
技
全
道
大
会

が
７
月
26
日
か
ら
28
日
に
旭
川

市
で
開
催
さ
れ
、
幌
延
中
学
校

の
生
徒
６
名
が
自
己
記
録
を
更

新
し
、
健
闘
し
た
。

　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
は
、
８
月

２
日
か
ら
４
日
に
か
け
稚
内
市

で
開
催
さ
れ
、
幌
延
中
学
校
の

生
徒
２
名
が
男
子
個
人
、
ダ
ブ

ル
ス
に
出
場
し
、
善
戦
し
た
。

　
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

稚
内
地
区
大
会
が
７
月
28
日
に

稚
内
市
で
開
催
さ
れ
、
幌
延
中

学
校
吹
奏
楽
部
が
Ｃ
編
成
の
部

で
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
７

月
28
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

た
全
道
大
会
に
出
場
し
た
。

　
夏
の
こ
ど
も
朝
活
事
業
を
７

月
29
日
か
ら
８
日
間
開
催
し
た
。

　
幌
延
町
体
育
協
会
主
催
の
北

海
道
ブ
レ
ー
ブ
・
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
車
い
す
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
合

宿
を
８
月
24
日
、
25
日
に
実
施

し
、
町
民
と
の
交
流
を
深
め
た
。

東ヶ丘スキー場管理棟
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第
8
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
９
月
３
日

▽
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
つ
い
て

　
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
決
定
し
た
。

　
幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園
の
利

用
者
負
担
額
は
、
給
食
費
は
月

額
４
千
９
百
円
。
牛
乳
代
は
町

で
負
担
す
る
。
教
材
費
は
月
額

１
千
１
百
40
円
。

　
問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
は
、

法
改
正
に
伴
う
無
償
化
の
対
象

と
な
ら
な
い
が
、
町
独
自
で
国

基
準
と
同
等
の
無
償
化
を
実
施

す
る
。
引
き
続
き
弁
当
を
持
参

し
て
も
ら
い
、
利
用
者
負
担
額

は
補
食
費
月
額
７
百
円
。
教
材

費
は
こ
ど
も
園
と
同
額
。

　
町
の
収
入
が
こ
ど
も
園
全
体

で
５
百
80
万
円
、
へ
き
地
保
育

所
で
60
万
円
の
減
額
と
な
る
が
、

臨
時
交
付
金
が
５
百
80
万
円
交

付
さ
れ
る
見
込
み
。

㉄
ひ
と
り
親
世
帯
等
へ
の
配
慮

は
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

答
９
月
以
降
の
所
得
区
分
改
定

で
ど
う
な
る
か
確
認
し
て
い
な

い
が
、
料
金
の
据
え
置
き
、
経

過
措
置
等
で
負
担
増
に
な
ら
な

い
設
定
を
考
え
る
。

▽
保
健
グ
ル
ー
プ
執
行
場
所
移

動
に
伴
う
保
健
セ
ン
タ
ー
等
施

設
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

　
10
月
か
ら
保
健
グ
ル
ー
プ
の

執
行
場
所
が
役
場
内
へ
移
動
す

る
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の
活

用
方
法
は
、
各
種
健
診
等
の
事

前
打
合
せ
、
事
後
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
、
母
子
保
健
事
業
で
の
母

親
の
交
流
場
所
と
し
て
使
用
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、
遺
族

会
な
ど
の
団
体
会
議
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
２
階
に
上
が
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
、
障
が
い
者

等
が
利
用
し
や
す
く
な
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
来
訪
者

対
応
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用

す
る
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は
幌

延
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
郷
土
資

料
館
を
含
め
た
３
施
設
を
管
理

委
託
す
る
。

　
委
託
内
容
は
、
館
内
清
掃
、

周
辺
の
環
境
整
備
、
設
備
の
管

理
、
入
館
者
管
理
。

　
委
託
費
用
は
年
間
で
１
百
10

万
円
程
度
。

㉄
役
場
で
は
時
間
外
に
電
話
す

る
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
繋
が

る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
今
ま

で
転
送
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後

保
健
師
に
ど
の
よ
う
に
繋
が
る

の
か
。

答
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
内
容
を

聞
き
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
担
当
者

に
連
絡
が
入
り
、
折
り
返
し
担

当
者
か
ら
連
絡
す
る
。

㉄
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答
玄
関
に
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
、

ホ
ー
ル
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

２
階
で
来
訪
を
把
握
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

㉄
１
階
の
事
務
室
を
空
部
屋
に

し
、
２
階
事
務
所
か
ら
人
が
降

り
て
き
て
対
応
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
下

に
降
り
て
施
設
管
理
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
社
会
福
祉
協
議
会
が
下
に
降

り
て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
に
協

議
し
て
い
た
が
、
保
健
事
業
等

で
知
ら
れ
た
く
な
い
、
見
ら
れ

た
く
な
い
と
い
う
利
用
者
も
お

り
、
当
面
は
こ
の
よ
う
な
対
応

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
、
改
修
等
で
降
り
て
き

て
も
ら
え
る
よ
う
に
協
議
、
検

討
を
す
る
。

㉄
利
用
者
と
し
て
聞
か
せ
た
く

な
い
話
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
と

い
う
こ
と
な
ら
、
セ
ン
タ
ー
の

移
転
は
執
務
や
打
合
せ
が
楽
だ

と
い
う
役
場
の
考
え
で
あ
り
、

利
用
者
の
考
え
に
重
点
を
置
い

て
い
な
い
の
で
は
。

答
役
場
庁
舎
の
方
が
、
よ
り
町

の
中
心
と
な
り
、
役
場
に
来
た

つ
い
で
に
相
談
す
る
こ
と
も
想

定
で
き
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か

り
で
は
な
い
。

▽
建
設
管
理
課
所
管
事
業
に
お

け
る
補
正
概
要
の
説
明
に
つ
い

て○
問
寒
別
除
雪
セ
ン
タ
ー

　
令
和
２
年
度
施
工
完
了
と
す

る
２
ヵ
年
計
画
と
す
る
。

　
面
積
１
百
42
．
79
㎡
、
床
面

積
１
百
39
．
91
㎡
。
鉄
骨
造
平

屋
建
て
。
収
納
車
両
は
除
雪
ド

ー
ザ
１
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

車
１
台
。
設
計
業
務
費
は
５
千

５
百
99
万
円
。

㉄
建
設
契
約
は
単
年
度
ず
つ
行

う
の
か
。

答
一
括
契
約
を
考
え
て
い
る
。

○
除
雪
車
運
転
管
理
シ
ス
テ
ム

導
入

　
手
作
業
だ
っ
た
除
雪
業
務
の

集
計
作
業
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
、
各
除
雪
車

両
の
位
置
情
報
を
把
握
し
、
自

動
集
計
す
る
。

㉄
除
雪
の
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、

書
類
作
成
業
務
が
ど
の
く
ら
い

軽
減
さ
れ
る
の
か
。

答
今
ま
で
手
入
力
し
た
労
力
が

な
く
な
り
、
デ
ー
タ
が
自
動
入

力
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

㉄
年
間
維
持
費
は
。

答
２
百
20
万
円
程
度
。

㉄
夏
期
間
の
利
用
は
し
な
い
の

か
。

答
４
月
１
日
か
ら
11
月
末
ま
で

の
道
路
維
持
業
務
、
パ
ト
ロ
ー

ル
、
草
刈
作
業
、
路
面
調
整
等

を
管
理
す
る
。

移動した保健グループ
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編
集
委
員
長　
植
村　
　
敦

副
編
集
委
員
長　
岡
本　
則
夫

編
集
委
員　
斎
賀　
弘
孝

無
量
谷　
隆

西
澤　
裕
之

編 

集 

後 

記

　
早
い
も
の
で
令
和
元
年
も

後
一
ヶ
月
で
終
わ
ろ
う
と
し

て
お
り
、
今
年
も
異
常
気
象

に
よ
る
災
害
が
多
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
住
む
地
域
は
比

較
的
穏
や
か
に
時
を
刻
ん
だ

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
は
ど

の
様
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

議
会
は
と
言
う
と
、
町
の
課

題
や
町
民
の
声
を
行
政
に
反

映
す
べ
く
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
物
足
り
な

さ
を
感
じ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
行
政
と
議
論
を
重
ね
、
課

題
解
決
の
た
め
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
来
年
度
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
と
な
り
ま
す
。

よ
り
良
い
開
催
地
を
目
指
し

て
、
色
々
な
議
論
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
努
力

が
無
駄
に
な
ら
ず
に
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ

う
に
国
民
や
世
界
中
の
人
々

に
夢
と
感
動
を
与
え
ら
れ
る

大
会
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　
町
の
農
業
振
興
や
地
域
振
興

（
観
光
）
拠
点
整
備
事
業
の
議

論
を
深
め
る
た
め
、
10
月
８
日

か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
で
道

南
の
八
雲
町
な
ど
４
ヵ
所
を
訪

問
し
研
修
や
視
察
を
行
っ
た
。

　
研
修
地
が
遠
方
の
た
め
に
初

日
は
移
動
日
と
な
り
、
翌
日
９

日
朝
か
ら
八
雲
町
役
場
を
訪
問

し
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

基
本
構
想
」
に
関
す
る
研
修
を

行
い
、
担
当
課
参
事
よ
り
農
地

利
用
集
積
の
取
り
組
み
や
農
業

経
営
の
法
人
化
、
新
規
就
農
者

支
援
な
ど
実
際
の
活
動
内
容
の

説
明
を
い
だ
だ
き
、
質
疑
を
行

っ
た
。

　
八
雲
町
の
農
地
区
分
は
、
落

合
地
区
と
石
熊
地
区
が
園
芸
野

菜
や
花
卉
な
ど
を
中
心
と
す
る

畑
作
地
帯
、
八
雲
地
区
が
酪
農
、

水
田
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
農
地
利
用
が
進
め
ら
れ
、

農
業
法
人
が
立
ち
上
が
っ
て
い

た
。

　
新
規
就
農
者
受
け
入
れ
も
活

発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
20

年
か
ら
今
年
ま
で
に
10
戸
の
新

規
就
農
が
あ
り
、
更
に
来
年
は

酪
農
２
戸
、
施
設
野
菜
農
家
２

戸
が
就
農
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
酪
農
で
は
、
メ
ガ
フ

ァ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
大
規
模
農

場
が
あ
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
を
独
自
で
保
有
し
、
研
修

農
場
と
し
て
営
農
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
今
年
度
に
は
町
・
農
協
・
酪

農
家
で
構
成
す
る
、
研
修
牧
場

㈱
青
年
舎
を
創
立
。
育
成
牛
預

託
や
研
修
生
受
け
入
れ
、
ヘ
ル

パ
ー
養
成
や
親
子
食
育
体
験
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
雇
用
な
ど

多
様
な
事
業
を
展
開
す
る
メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
で
、
総
事
業
費
30
億

円
。
令
和
３
年
度
の
営
農
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
八
雲
町
で
も
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
の
認
定
を

受
け
、
研
修
牧
場
を
は
じ
め
と

す
る
小
規
模
個
人
農
家
を
含
め

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
10
年
後
完

了
を
目
指
し
進
行
中
で
あ
っ
た
。

　
午
後
か
ら
は
比
較
的
山
間
部

に
あ
り
な
が
ら
、
道
内
で
も
人

気
の
あ
る
２
ヵ
所
の
道
の
駅
を

視
察
し
た
。「
く
ろ
ま
つ
な
い
」

と
「
あ
か
い
が
わ
」
は
共
に
パ

ン
屋
が
人
気
で
、
地
元
住
民
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
産
品

開
発
は
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

が
活
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

地
物
野
菜
や
果
物
も
人
気
の
商

品
と
な
っ
て
い
た
。

　
10
日
に
は
、
小
樽
市
内
で
創

業
百
二
十
年
の
田
中
酒
造
で
視

察
研
修
を
行
っ
た
。
田
中
酒
造

は
幌
延
町
産
ミ
ズ
ナ
ラ
樽
で
熟

成
し
た
日
本
酒
を
製
造
し
て
い

る
会
社
で
あ
る
。

　
今
回
、
醸
造
工
程
等
案
内
を

し
て
く
れ
た
専
務
の
岡
田
氏
は

「
ワ
イ
ン
樽
で
の
熟
成
酒
造
り

は
新
し
い
試
み
で
大
変
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
い
た
。

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

行

政

視

察

10
月
８
日
～
10
日

八雲町役場での研修のようす

田中酒造内見学を行う議員

道の駅　あかいがわ
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成年後見制度の紹介企画第 3回　「成年後見制度をご存知ですか？」

お問い合わせ先：幌延町成年後見支援センター（幌延町社会福祉協議会内）　　　　　　電話：５-2090
　　　　　　　　幌延町地域包括支援センター（保健センター保健グループ）　電話・告知端末機：５-1790

本
年
度
は
次
の
よ
う
な
２
つ

の
活
動
を
行
い
ま
し
た

　成
年
後
見
制
度
は
、
認
知

症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が

い
な
ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
の
日
常
生
活
を
法
律
的
に

支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
い
つ
ま
で
も
幌
延
町
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
定
期
的
に
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
後
見
人
に
な
れ

る
の
？

幌
延
町
に
も
「
市
民
後
見
人
」

が
い
ま
す
！

※

お
さ
ら
い
・
・
・「
成
年
後
見
人
」

と
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
で
す
。
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
る
人
を
「
被
後
見
人
」

と
い
い
ま
す
。

　「
本
人
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
」
な
ど
を
家
庭
裁

判
所
が
考
慮
し
、
選
任
し
ま
す
。

　
主
に
、
本
人
の
配
偶
者
や
親
族

の
ほ
か
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

社
会
福
祉
士
な
ど
法
律
や
福
祉
の

専
門
家
が
選
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
法
人
も

選
ば
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
一
定
の
研
修
を
受

け
た
一
般
市
民
が
「
市
民
後
見
人
」

と
し
て
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
幌
延
町
で
は
平
成
26
年
に
市
民

後
見
人
養
成
研
修
を
行
い
ま
し

た
。「
市
民
後
見
人
」
は
、
幌
延

町
民
の
感
覚
を
生
か
し
た
後
見
活

動
が
で
き
、
被
後
見
人
と
同
じ
目

線
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
平
成
29
年
に
は
、
研
修
を
受
け

た
有
志
が
『
茶
話
会
グ
ル
ー
プ
〜

結
〜
』
を
立
ち
上
げ
、
成
年
後
見

制
度
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
年
２
回
、
幌
延

町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を

受
け
て
、
知
識
の
維
持
・
向
上
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　
幌
延
町
の
こ
と
を
よ
く
知
る
町

民
が
後
見
活
動
を
す
る
こ
と
で
、

よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

①
６
月
29
日
、
札
幌
市
の
ジ
ャ
ス

ミ
ン
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
水
戸

由
子
氏
を
招
き
、「
私
が
後
見
人

だ
っ
た
ら
」
と
題
し
た
講
演
を
聞

き
ま
し
た
。
軽
度
の
認
知
症
の
方

の
事
例
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
を
考
え
ま
し
た
。

②
10
月
26
日
、
石
狩
市
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
の
細
谷
芳
江
氏
、
石
狩

後
見
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
江
崎
芳
雄

氏
、
池
田
久
美
子
氏
を
招
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
「
成
年
後
見
制
度

普
及
啓
発
活
動
」
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
お

互
い
に
刺
激
を
受
け
合
い
ま
し

た
。
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優良運転者講習（30分）
・天塩町社会福祉会館
　　3日（火）午後1時～
・豊富町定住支援センター「ふらっときた」
　　7日（土）午後1時～
・遠別町生涯学習センター「マナピィ21」
　　14日（土）午後1時～

一般運転者講習（1時間）
・豊富町定住支援センター「ふらっときた」 
　　7日（土）午後2時～

違反運転者講習（2時間）
・豊富町定住支援センター「ふらっときた」
　　7日（土）午後3時30分～

1２月の運転免許更新時
講習のお知らせ

　消費税率の引き上げに伴い、施設の利用料金を次のとおり改定
したので、お知らせいたします。
■施設利用料金表

施設名 広さ 区分 通常料金
（10：00～18：00）

夜間料金
（19：00～21：00）

全日
（10：00～21：00）

多目的
ホール

366㎡
（2４0席）

部屋料金 1,250円／時間 1,880円／時間 15,6４0円
冷暖房料金 500円／時間 500円／時間 5,500円

会議室１ 56㎡
（2４席）

部屋料金 260円／時間 ４10円／時間 3,310円
暖房料金 100円／時間 100円／時間 1,100円

会議室2 30㎡
（12席）

部屋料金 200円／時間 310円／時間 2,530円
暖房料金 80円／時間 80円／時間 880円

会議室
（１＋2）

96㎡
（36席）

部屋料金 ４60円／時間 720円／時間 5,8４0円
暖房料金 180円／時間 180円／時間 1,980円

※利用時間は、準備及び片付けの時間を含みます。
■オプション利用料金（多目的ホール使用の場合）
　〇電動移動式観覧席（1６0席） ６30円／時間
　〇ステージ照明設備  ６30円／時間
　〇音響設備   ６30円／時間
　〇プロジェクター  310円／時間
お問い合わせ先：幌延深地層研究センター
　　　　　　　　電話：５-2022（平日9時～ 17時）
　　　　　　　　FAX：５-2033

幌延深地層研究センター 国際交流施設　
【施設利用料金改定のお知らせ】

　町は、12月を「町税等徴収強化月間」と定め、町税（道町民税、固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税）および使用料（介護保険料、後期高齢者医療
保険料、保育料、町営住宅料、水道料、下水道料、医療費）などの徴収強化
に取り組みます。

12月は“町税等の徴収強化月間”です！

【徴収強化の取り組み】
○納付相談
　町税や使用料を納期内に納める
ことが難しい方の相談を受け付け
ますので、ご相談ください。
○催告と訪問徴収
　納期を過ぎても納付されていな
い方には、文書・電話による催告、
自宅や勤務先へ訪問します。
○滞納処分などの強化
　町税および使用料などの滞納者
で、完納に向けた納付意思が認め
られない方、納付誓約を守らない
方などに対し、勤務先への給与調
査、官公署や金融機関への財産調
査を行い、差し押さえなどの滞納
処分を行います。

【納付書をご確認ください】
　お手元の納付書をご確認いただき、
納付していない町税や使用料がありま
したら、お早めに納付ください。
　なお、納付書が見当たらない場合は、
役場までお越しいただくか、電話でお
問い合わせください。

【便利で確実な口座振替をご利用ください】
　口座振替は、預金口座から町税や使
用料が各納期限に合わせて自動的に引
き落とされますので、日中お忙しい方
や不在がちな方に大変便利です。
　口座振替を希望する方は、預金通帳
と通帳使用印をご持参のうえ、町内の
金融機関でお申し込みください。

■お問い合わせ先 電話　　告知端末機　
・税金、後期高齢者医療保険料　　住民生活課　　　　　　　　　　�５-1112　　５-8812
・介護保険料　　　　　　　　　　保健福祉課�福祉グループ　　　　５-1113　　５-8813
・町営住宅料、水道料、下水道料　建設管理課�管理グループ　　　　５-1116　　５-8816
・保育料　　　　　　　　　　　　認定こども園　　　　　　　　　�５-1254　�電話と同じ
・医療費　　　　　　　　　　　　幌延町国民健康保険診療所　　　�５-1221　�電話と同じ
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機関・施設名 1２/30
（月）

1２/31
（火）

1/1
（水）

1/2
（木）

1/3
（金）

1/4
（土）

1/5
（日）

1/6
（月）

役場
問寒別出張所
認定こども園
問寒別へき地保育所
農村環境改善センター
（保健センター）
国民健康保険診療所（※１）
患者輸送車
幌延町移住情報PR支援
センター「ホロカル」

休 休 休 休 休 休

町立歯科診療所 休 休 休 休 休 休 休
スクールバス
（幌延地区・問寒別地区） 休 休 休 休 休 休 休 ※２

幌延町生涯学習センター
問寒別生涯学習センター
総合体育館
金田心象書道美術館

休 休 休 休 休 休 休 休

東ヶ丘スキー場 休 休 休 休
ごみ・し尿収集業務 休 休 休 休 休 休
老人福祉センター公衆浴場 休 ※３ 休 休
備考

※１　国民健康保険診療所は、休診日でも救急患者を受け付けします
※２　スクールバスの１/ 6の運行は、問寒別地区のみです
※３　老人福祉センター 公衆浴場の12/31の営業は、午後１時～6時（最終受

付は午後5時）です

年末年始の公共機関等休業
1２/30(月) ～1/6(月)

暴風雪に備えて
　いよいよ本格的な冬の季節を迎えました。今回は、「暴風雪」
についてお話しします。
　暴風雪に伴う災害は、猛吹雪による視界不良、吹きだまり
による交通障害や歩行困難、暴風による飛散物での家屋等損壊、
停電などがあります。北海道では、暴風雪による災害が繰り
返し発生しています。特に平成25年３月２日～３日には、道
東を中心として猛吹雪で９人が亡くなり、車500台以上が立ち
往生しました。
　気象台では、宗谷地方で暴風雪が予想されるとき、暴風雪
警報を発表します。また、広い範囲で暴風雪が予想されると
きには、「数年に一度の猛吹雪となるおそれがあります。外出
は控えてください」のキーワードを使った「見出し」のみの
気象情報を、現象が発現する２～３時間前に発表し、厳重な
警戒を呼びかけています。こうした「数年に一度の猛吹雪」
のキーワードを用いる場合は、２～３日前から段階的に防災
気象情報を発表し注意を呼びかけます。
　暴風雪災害は、晴天から荒れた天気へと急変したときに多
く発生しています。暴風雪警報が発表されたときには、天気
が良くても油断することなく、最新の気象情報や道路情報を
事前に確認してから行動するようにしましょう。

　寒さが一段と厳しくなり、水道凍結が
発生する時期となりました。冬期間は室
内が暖かくても床下は非常に冷えますの
で、床下の換気口を閉め、「水抜き（水
落とし）」をしっかり行い、凍結による
水道管破裂や断水に注意してください。

　凍結予防については、町ホームページ
に掲載しておりますのでご覧ください。
URL:http://www.town.horonobe.hokkaido.jp/
 www 4/section/kensetsu/le009f000001ahhc.html

お問い合わせ先：
　建設管理課�管理グループ
　電話：５-1116�告知端末機：５-8816

水道の凍結にご注意ください

お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話：0162-23-2679

－こんなときは要注意！－
○外気温がマイナス４℃以下
○旅行などで家を留守にするなど長期間水道

を使用しない
○１日中外気温が氷点下の「真冬日」が続く

　北海道後期高齢者医療広域連合では、
当広域連合と市町村が連携しながら処理
する事務について定めた『第３次北海道
後期高齢者医療広域連合広域計画』の改
正にあたり、次のとおり広く住民の皆さ
んからご意見を募集します。
【募集案件】
　第３次北海道後期高齢者医療広域連合
広域計画（改正原案）
【募集期間】
　令和元年12月６日（金）
　　　～令和２年１月６日（月）（必着）
【公表資料】
『第３次北海道後期高齢者医療広域連合
広域計画（改正原案）』
『第３次北海道後期高齢者医療広域連合
広域計画（改正原案）、新旧対照表』
【資料及び募集要領】
　北海道後期高齢者医療広域連合ホーム
ページ（https://iryokouiki-hokkaido.
jp）に掲載するとともに役場住民生活課
生活グループで配布しています。
お問い合わせ先
　北海道後期高齢者医療広域連合
　　電話：011-290-5601
　住民生活課�生活グループ
　　電話：５-1112��告知端末機：５-8812

後期高齢者医療制度のお知らせ
～住民意見募集について～
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火
日

10月15火事起こさないよう
気をつけて
火事起こさないよう
気をつけて

　10月15～31日の秋の全道火災予防運動に併せ、
北留萌消防組合幌延支署が10月15日に幌延と問寒

別で防火パレードを、幌延町女性防火クラブが18日に
町内2か所で啓発物を配り、火の用心を呼びかけました。

乳牛３９９頭を各牧場へ
農家ら約50人が退牧作業

乳牛３９９頭を各牧場へ
農家ら約50人が退牧作業
　町営草地の問寒別団地、南沢団地で放牧し
ていた乳牛399頭を各牧場に戻す退牧作業が

10月23、24の両日行われました。2日間で延べ約
50人の農家や農協職員が、無事全頭を移動させま
した。入牧は来年5月中旬以降行われる予定です。

ごみゼロの町目指し
問寒別・幌延でクリーン作戦
ごみゼロの町目指し

問寒別・幌延でクリーン作戦
　町民と地元企業
のボランティアが

道路沿いを清掃する
「クリーン作戦」が問
寒別で10月12日に、
幌延で同15日に行わ
れました。参加者はご
みゼロの街並みにする
ため、目を凝らしてご
みを探し、拾いました。

土
日

10月12

どんな仕組みで動くの？
子供たちが工作教室楽しむ
どんな仕組みで動くの？

子供たちが工作教室楽しむ
　青少年のための科学
の祭典幌延大会が10月

26日、ゆめ地創館で開かれ、
町内外から多くの親子連れ
が訪れました。会場では、豆
電球の懐中電灯や磁石を使
って回るおもちゃ作りが人気
で、子供たちは楽しみながら
科学に親しみました。

金
日

10月18

土
日

10月26

水
日

10月23
木
日

10月24

火
日

10月15
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　車とフェリーを使ってここ幌延町に到着してはや1ケ月。到着したころに比べると、大
分寒さを感じてきました。ちょうど、この協力隊通信を作成中に雪が降り始めましたが、
自宅ではまだ暖房をつけていません。
　改めまして、地域おこし協力隊の大川修史です。着任後初めて書く協力隊通信ですが、「以

前の隊員とは別の視点から観光を推進しよう！」との思いから、町民の皆さんと意見交換を行い、少しず
つ形にして発信したいと考えています。
　“人が暮らす中で必要なもの”。その中で特産品を考えると「食」がメインになると思います。幌延町では
生乳や肉類など他地域に負けない数の生産物があると思います。
　そこで、「こういった特産品はどうか？」「うちの自慢の牛の牛乳でジェラートを作って販売したい！」「水
がきれいだから魚の養殖をしよう！」など、皆さんの夢や熱意をアイデアとして教えてください。三人寄
れば文殊の知恵ということわざがあるように、一人で考えるよりも多くの人にお話を伺い、より良くして
いくことで町の観光を盛り立てる材料にしていければと思います。
　私はまず来年春、シラカバの樹液を集めてビールをつくりたいと考えています。皆さんのご意見をお待
ちしております。

地域おこし協力隊通信 vol.48

お問い合わせ先：企画政策課　企画政策グループ  電話5-1114　告知端末5-8814

対象者一覧表（掲載許可をいただいた方のみ掲載）

お問い合わせ先：
　教育委員会 社会教育グループ　電話：5－1117　告知端末機：5-8817
　幌延町生涯学習センター　　　 電話・告知端末機：5-13２1

●日　時　令和２年１月5日（日） 午後１時3０分～
●会　場　国際交流施設

№ 地　区 氏　　名 № 地　区 氏　　名
１

１　条
田　中　陸　仁 8

幌　延
新　岡　秀　斗

２ 富　樫　優一朗 ９ 細　井　杏　菜
３ 6　条 村　上　大　成 1０

問寒別
阿　部　由　裕

４ 栄　町 髙　橋　純　也 11 林　　　駿　介
5 下　沼 BUI ANH DUC 12 上問寒 横　山　昻　大
6

幌　延
齊　藤　琳　那 13 中問寒 三田地　美　佳

7 冨　谷　　　朱

令和元年度　エネルギー関連施設見学会
【広報・調査等交付金事業】

11月2日（土）～ 11月4日（月・祝）
　11月２日から4日にかけて、エネルギー関連
施設見学会（一般の部）を行い、幌延町から10
名が参加しました。
　２泊３日の日程で幌延深地層研究センター、
茨城県大洗町の大洗研究所、つくば市の地質標
本館などを見学しました。
　幌延深地層研究センターでは、研究開発の説
明だけではなく、実際に研究が行われている深
度350mの調査坑道地下施設を見学しました。
　大洗研究所では、厳重なセキュリティーチェ
ックを受けたあとに、高温工学試験研究炉
(HTTR)を見学し、高温ガス炉から供給される
高温の熱を利用した水の熱分解による水素製造
について説明を受けました。

新
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介

松
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）
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、
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多
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な
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、
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の
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た
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果
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」
を
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【
所
属
】

　
国
保
診
療
所　
看
護
師

令和2年　成人式

対象になるのは、
１．平成11年4月２日～平成12年4月１日生まれの方で、

町内に在住している方
２．上記期間中に生まれ、町内中学校の卒業生で、保護

者が町内に在住している方
３．町内の学齢簿により抽出し、町外学校を卒業してい

るが、町内に保護者が在住されている方
4．町内の中学校を転校し、町外の中学校を卒業してい

るが、町内に保護者が在住されている方
※お名前が漏れていたり、幌延町の中学校卒業生又は

幌延町の小・中学校在籍者で、保護者が町外に転出
しているが、友人と一緒に成人式に出席したい方は、
下記までご連絡ください
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ね ん き ん 通信

納めた国民年金保険料は社会保険料控除の対象です
●　社会保険料控除とは
　ご自身や配偶者などの家族の社会保険料（国民年金、国民健康保険、健康保険・厚生年金保険など）
を納めている場合に、年末調整などで申告することで受けられる所得控除のことです。
　1月から12月末までに納めた社会保険料が対象となるため、この期間に納めた過去の年度分や追納さ
れた保険料も含まれます。

●　年末調整の際に必要な書類
　・「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」

※ 1月1日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に、10月末に日本年金機構か
ら送付されています。

　・領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」がお手元にない場合に必要です。

●　年末調整時に年金分の控除をしていない場合
　10月1日から12月31日までの間に国民年金保険料を納められた方には、翌年2月上旬に「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」が年金機構から送られる予定なので、確定申告の際にお使いください。

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：016２-3２-1941
　　　　　　　　住民生活課 住民グループ　電話：5-111２　告知端末機：5-881２

稚内年金事務所からのお知らせ
☆年金相談窓口は原則予約制です☆

　稚内年金事務所の年金相談窓口は、原則予約が必要となります。待ち時間が長くなったり、相談を受けら
れないといったトラブルを避けるためにも稚内年金事務所にご相談の際には、事前に予約をお願いします。
予約は当日でも受け付けています。よろしくお願いします。

稚内年金事務所の年金相談窓口のご予約は

電話番号 ０１６２－７４－１０００ へ

自動音声で案内しますので、音声に従って「1」→「2」の順に選択してください。
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町民くらしのカレンダー 12月（Dec）
注：保セ＝保健センター  子セ＝子育て支援センター
　　問セ＝問寒別生涯学習センター 問保＝問寒別へき地保育所
　　老セ＝老人福祉センター 生セ＝幌延町生涯学習センター
　　総体＝総合体育館  東ス＝東ヶ丘スキー場

1
日

問寒別地区対抗ミニバレーボール大会
10:00～（予定）

17
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）

2
月

18
水

ぱくぱくきっず 10:00～（保セ）
めばえわかばひろば 10:30～11:30（子セ）

3
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ） 19
木

はつらつ教室 ９:45～（保セ）

4
水

めばえわかばひろば 10:30～11:30（子セ）
問寒別にこにこ教室 10:00～（問セ）

20
金

こども園もちつき10:00～（こども園）
福寿会ふまねっと 14:00～（老セ）

５
木

はつらつ教室 ９:45～（保セ） 21
土

東ヶ丘スキー場オープン（予定）

６
金

にこにこ教室 ９:30～（保セ）
子育て講座 10:30～11:30（子セ）

22
日

７
土

子ども運動教室「運動能力テスト」
10:00～12:00（予定、総体）

23
月

【心療内科・精神科診療日】

8
日

24
火

9
月

【心療内科・精神科診療日】
2歳児相談 10:00～（保セ） 25

水

各小中学校終業式
消防歳末特別警戒（12/31まで）
子ども運動教室「低学年スキー教室」
18:30～19:30（予定、東ス）

10
火

問寒別へき地保育所クリスマス会
10:00～（問保）　

26
木

各小中学校冬季休業（1/19まで）
こども料理教室 10:00～（保セ）

11
水

こども園クリスマス会 10:00～（こども園）
すくすく健診 13:00～（保セ） 27

金

子ども運動教室「低学年スキー教室」
18:30～19:30（予定、東ス）
幌延町消防団年末警戒
20:30～22:00（幌延）、20:00～22:00（問寒別）

12
木

28
土

幌延町消防団年末警戒
20:30～22:00（幌延）、20:00～22:00（問寒別）

13
金

【問寒別出張診療日】
心象館「音楽の夕べ」 19:00～21:00

（金田心象書道美術館）
29
日

幌延町消防団年末警戒 20:30～22:00（幌延）

14
土

30
月

御用納め
幌延町消防団年末警戒 20:30～22:00（幌延）

15
日

31
火

大晦日

16
月

英会話教室 19:00～20:30（生セ）

戸
　
籍
　
の
　
窓
10月
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お問い合わせ先：企画政策課　電話：5-1114
　　　　　　　　　　　告知端末機：5-8814

■
企
画
・
編
集
／
住
民
生
活
課
生
活
グ
ル
ー
プ
　■
印
刷
／
株
式
会
社
須
田
製
版

■
幌
延
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.tow
n.horonobe.hokkaido.jp

■
令
和
元
年
12
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
町

（令和元年10月末日現在）

男
女
計

（＋８）
（－１）
（＋７）

1,186
1,121
2,307

世帯数 （＋６）1,250
※（　）内は前月比

●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
住民生活課生活グループ　電話：５-1112　告知端末機：５-8812／ E-mail:seikatsu@towm.horonobe.lg.jp

■「
サ
ケ
の
遡
上
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
」。
全
国
を
歩
い
て
旅

し
て
い
る
と
い
う
岐
阜
県
の
80
代
男
性
は
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り

な
が
ら
産
卵
の
た
め
に
川
を
上
っ
て
き
た
サ
ケ
を
見
て
、
思
わ

ず
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

■
男
性
に
出
会
っ
た
の
は
10
月
下
旬
、
開
進
方
面
で
の
外
勤
の

帰
り
。
天
塩
川
支
流
に
か
か
る
橋
の
上
か
ら
川
を
見
下
ろ
す
男

性
に
目
が
留
ま
り
、
声
を
か
け
ま
し
た
。
男
性
の
視
線
の
先
に
は
、

川
の
浅
瀬
で
水
面
か
ら
背
び
れ
を
出
し
て
泳
ぐ
５
匹
ほ
ど
の
サ

ケ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
見
え
ま
し
た
。

■「
撮
影
で
き
れ
ば
広
報
誌
の
表
紙
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

川
に
近
づ
い
た
途
端
、
サ
ケ
は
一
斉
に
散
り
散
り
に
。
一
匹
だ

け
そ
の
場
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
、
防
水
機
能
付
き
カ
メ
ラ
を

水
中
に
入
れ
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
目
は

白
く
濁
り
、
体
中
に
傷
を
負
っ
た
サ
ケ
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
後
に
続
い
て
川
に
降
り
て
き
た
男
性
に
見
せ
る
と
、「
サ
ケ

の
産
卵
は
こ
ん
な
に
も
す
ご
い
も
の
か
。
幌
延
で
見
ら
れ
た
こ

と
を
一
生
の
思
い
出
に
す
る
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

■
結
局
こ
の
画
像
は
表
紙
に
選
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
め
て

幌
延
を
訪
れ
た
道
外
の
人
に
「
一
生
の
思
い
出
」
と
感
じ
て
い

た
だ
け
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
。
一
期
一
会
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
、
町
の
魅
力
を
探
し
て
い
き
た
い
で
す
。

幌延町をPRする名刺に新デザインが加わりました！
　秘境駅キャラクターなどを描いたデザインを追加しましたので紹介します。名
刺の台紙は無料で提供しますので、利用を希望される方は企画政策課までお越
しください。氏名などの印刷は、個別に行うか
実費で印刷会社などにご注文ください。

と　き　令和２年１月６日（月）
　　　　午後５時30分～
ところ　国際交流施設

新年交礼会
令和２年
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